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DOBERMAN INFINITY、道無き道を“らしく” 歩む全ての人へ送る、 

アルバム『OFF ROAD』からタイトル曲「OFF ROAD」を 

d ヒッツにて独占先行配信開始！ 
 

株式会社レコチョク（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長：加藤裕
一）は、株式会社 NTT ドコモが提供するスマートフォン向け定額制音楽配
信サービス「d ヒッツ® powered by レコチョク」（以下：「d ヒッツ」）で、2018
年 4 月 11 日（水）より、DOBERMAN INFINITY の通算 3 作目となるアルバ
ム『OFF ROAD』から、タイトル曲「OFF ROAD」の独占先行配信を開始し
ます。この楽曲は、アルバム発売日、ダウンロード開始日である 4 月 18 日（水）より 1 週間先行してお楽しみいた
だけます。 

 
前作から約 1 年 5 カ月ぶりとなるアルバム『OFF ROAD』は、未開拓の道なき道を、苦し

みながらも楽しく、“自分らしく” 歩む全ての人に向けたメッセージが込められた 12 曲を収
録した、これぞ DOBERMAN INFINITY という 1 枚です。 

表題曲である「OFF ROAD」の MV では品川ヒロシが脚本・監督を務め、アルバムのコン
セプトでもある“自分らしさ” をテーマに、一人の人間の成長を「バスケットボール」「友情」
「家族」を軸に、ある出会いをきっかけに過去の自分と向き合い乗り越えていく、感動的な
ストーリーになっています。主演は SWAY、他のメンバーも演技に初挑戦しています。 

 

DOBERMAN INFINITYは、戌年である2018年を「DOGG YEAR」と銘打ち結成5 周年となる来年に向けて猛進、
5 月から 16 カ所 16 公演で全国 TOUR の開催も決定しています。 

 
d ヒッツでは、そんな彼らの新曲「OFF ROAD」をはじめ、2017 年を代表するクリスマ

スソング「あの日のキミと今の僕に」、デビュー曲「SAY YEAH!!」や「JUMP AROUND 
∞」「いつか」「GA GA SUMMER」など、DOBERMAN INFINITY の人気曲が聴き放題と
なるアーティストプログラムを本日より“POWER PLAY”としてトップ画面で展開してい
きます。ぜひ d ヒッツでお楽しみください。 
  
【「d ヒッツ」DOBERMAN INFINITY アーティストプログラム】 

http://rd.music.docomomarket.ne.jp/dhits/dobermaninfinity/180411/ 

【DOBERMAN INFINITY 公式ホームページ】  
http://dobermaninfinity-ldh.jp/  
 

【d ヒッツ powered by レコチョク】         

「d ヒッツ」は、2012 年 7 月にサービスをスタートし、月額 500 円(税抜) ※1 で最新楽曲を含む 6,000 以上のプログラムを、いつでも
好きな時に好きなだけお聴きいただける定額制音楽配信サービスです。全キャリアのスマートフォン、一部タブレットでご利用いただ
けます。d ヒッツは、数ある音楽配信サービスの中で、最も人気アーティストラインナップが多い、人気アーティスト数 No.1 ※2 のサ
ービスです。 
また、「FEED（フィード）」という音楽に関連したニュース記事やコラムも毎日更新しています。話題のアーティストの最新情報を読みな
がら楽曲プログラムを聴いてみたり、コラムにあった楽曲プログラムをお楽しみいただくことが可能です。 
※1. 別途、パケット通信料がかかります。 
※2. オリコン 2016 アーティストトータルセールス TOP100 配信アーティスト数 No.1 定額制音楽配信において 
2017 年 3 月インプレス総合研究所調べ 
 
Android アプリは「Google Play」、iOS アプリは「App Store」にて「d ヒッツ」をダウンロードしてください。 

詳しくは「d ヒッツ」サイトをご確認ください。https://selection.music.dmkt-sp.jp/ 
 

※「d ヒッツ」は株式会社ＮＴＴドコモの登録商標です。 

※「iOS」は、Cisco の米国およびその他の国における商標または登録商標であり、ライセンスに基づき使用されています。 
※「Android」「Google Play」は、Google LLC の商標または登録商標です。 
※「App Store」は Apple Inc.のサービスマークです。 
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